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1．はじめに

本報告は、岩手県立大学盛岡短期大学部国際文化学科（以下

国際文化学科）において実施されている短期の海外実習の授業

内容を記録するものである。

語学習得目的であれ、異文化理解が目的であれ、司般釣に考

えれば、より長期間に異文化と接触したほうが顕著な効果を挙

げられるであろう。しかしながら、短期大学部においては、２

年間という限られた期間の中で、例えば１年間を学外実習に費

やすとすれば、逆に大学自体のカリキュラムの存在意義が問わ

れかねない，また、学生の費用負担の観点からも、実行は容易

ではないそこで我々は、たとえ短期であっても効果的な研修

内容について検討し、授業内容の改善に取り組んでいる。本稿

では、文部科学省から一定の評価を受け特色ＧＰに採択された

2(X)６（平成１８）年度から開始され2009（平成２１）年度ま-G継

続した取り組みを総括する。

「国際文化理解演習」として開講されている海外実習は、単

なる語学研修ではなく、異文化体験によって異文化理解を促進

する狙いの下に実施されている。従って、授業の成果は、語学

力の向上とは別に、参加学生の異文化理解のあり方がどのよう

に変化したか、によって測られる必要がある。そこで我々は、

その変化を知るための一つの手段として、異文化理解能力調査

IntGrculturalDcvelopmentlnventory（IDI)を用いることとし

た。ＩＤ｜は「異文化感受性発達モデル」に基づき、人が文化的

差異にどのように対応しているかの段階を測定するものである。

厳梅な検証は途上であるが、短期であっても海外実習は一定の

有効性があることを示す目安として用いることとした”

本稿ではまず、国際文化学科における短期学外実習の内容お

よび特色を、韓国コースとアメリカコースについてそれぞれ説

明する。次に、平成18(2006)年度入学の学生を対象として、１．

全学生の入学時と卒業時のIDIスコアの比較､2．海外実習参加

*１国際文化学科

学生の、旅行前と旅行後のIDIスコアの比較、３.参加学生と不

参加学生との間での入学時と卒業時とIDIスコアの再比較をそ

れぞれ行い、海外実習が参加学生に対して異文化理解能力の開

発を促す契機となっているのかどうか、を検討する。

2.国際文化理解演習について

2-1．授業の概要について

国際文化学科では、１年前期のカリキュラムに「国際文化理

解演料l｣、後期のカリキュラムに「国際文化理解演習11」を位

世づけ､純国コースとアメリカ合衆国コースを設けて事前研修、

現地研修（学外実習)、事後研修を実施している。１年次という

早い時期に異文化体験をすることにより、その後の学修成果を

|さげるとともにγ異文化理解を促進させることが狙いである。

過去５年間の参加者数は下記の表のとおりである。

年度 韓国 米国 合計 学生数 割合

2006(Hl8） 1１ 2０ 3１ 5９ 53％

2007(Hl9） ４ 2３ 2７ ５１ 53％

2008(H20） ５ 1５ 2０ 5２ 38％

2009(H21） ８ 1３ 2１ ５１ 41％

表１「国際文化理解演習」参加者

（2006(平成18)年度～2009(平成21)年度）

（2006(平成18)年度のアメリカ研修は定員を２０名と限定し

て選抜試験を実施した唯一の年度）

韓lflコース、アメリカ合衆国コースともに、自らの文化（Ｈ

本・岩手）を他文化に紹介し、異文化（韓国・アメリカ）を学

ぶプログラムを設けており、異文化における自文化紹介プレゼ

ンテーションと、帰国後の研修報告会での成果報告を経て、目

－６５－












